










（整備計画関連事項）

① ⑥
② ⑦
③ ⑧
④ ⑨
⑤ ⑩

①

計画の評価の実施予定
事後：令和８年３月予定

拠点施設 広域的特定活動 重点地区 拠点施設 広域的特定活動 重点地区

お江の方、野間大坊観光施設群 武将観光 長篠の戦い観光施設群 武将観光
長久手の戦い観光施設群 武将観光 田峯城観光施設群 武将観光

岡崎城観光施設群 武将観光
於大の方観光施設群 武将観光 吉田城観光施設群 武将観光

備　　考

・①～⑦の施設の活動は、令和３年３月１５日の広域地方計画協議会幹事会にて広域連携プロジェクト「３．新たな観光交流おもてなしプロジェクト」に沿ったもの
として確認がなされた活動・施設である。⑧の施設の活動は、令和６年１月９日の広域地方計画協議会ワーキンググループにて広域連携プロジェクト「３．新たな観
光交流おもてなしプロジェクト」に沿ったものとして確認がなされた活動・施設である。

連携先都道府県との連携について

整備方針 整備方針に合致する主な事業

松平郷観光施設群 武将観光

拠点施設へのアクセス時間を短縮させ、周遊効率性を高める A11-001～A11-011…　BP整備11箇所

その他
・あいち観光戦略2021-2023（計画主体：愛知県、計画期間：令和3年度～令和5年度）

交付対象事業に関連して実施される主な事業

連携方針
愛知県と静岡県の間は、新東名高速道路、東名高速道路などの多くの高規格道路で繋がっており、愛知県と静岡県では、これらの高規格道路を活かし、昇龍道Ukiyo-e Routeを軸とする広域観光
の活性化を図る。

推進体制
高規格道路を軸とした広域観光の活性化について、愛知県と静岡県の関係部局が昇龍道プログラム推進協議会などで連携を図る。

具体的な
取組内容

広域観光の活性化に向けて、昇龍道プログラム推進協議会などで、取組状況に関する情報交換を行うとともに、今後の方針等について検討を行い、必要に応じて事業内容の見直しを行う。さら
に、上位計画を所管する部局とも連携して事業を推進する。

　　連携内容：本計画による道路整備に加え、あいち観光戦略に基づくあいち『ツウ』リズムを推進することで、拠点施設における広域観光の促進を図る。

・三遠南信自動車道（東栄IC～鳳来峡IC間） （事業主体：国土交通省）



計画の名称：
昇龍道Ukiyo-e Routeで国際大交流時代を拓く愛知静
岡広域観光活性化計画（重点③）

事業主体名： 愛知県
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　１）民間事業者等の多様な主体との連携が図られている。

　２）事業実施のための環境整備が図られている。

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。

　１）十分な事業効果が確認されている。

　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。

　１）拠点施設で広域的特定活動が実施される見込みが高い。

　２）拠点施設整備を新たに行う場合、その蓋然性が高い。

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

④事業の効果

　４）拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業の一体性が確保されている。

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

②目標と広域的特定活動及び拠点施設との関係

Ⅱ．計画の効果・効率性

（広域連携事業）

　・国土形成計画（全国計画）
　・国土形成計画（広域地方計画）、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
　・社会資本整備重点計画
　・環境基本計画
　・その他（　　　　　　愛知県社会資本整備方針2025・あいちビジョン2030　　　　　　　）

　１）基本方針と適合している。

　２）上位計画等と整合性が確保されている。

　１）広域的特定活動により、目標達成の可能性が高い。

③目標と事業内容の整合性等

　２）広域的特定活動の拠点としての拠点施設の位置づけが妥当である。

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。




